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大学体育会運動部員における腰部障害の実態に関する検討
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Abstract 
The purpose of this study was to make clear the condition of lumbar disorders among university 
students. We had inquired of the members of 19 athletic clubs in Chiba university about lumbar 
disorders. We got the reply of 304 members, that was 230 men and 74 women. 
1) Two hundreds and eighteen of 304 members had low back pain in the past, that was 71.7 
percent and a high rate. One hundred and thirteen members had low back pain at present. Many 
patterns of low back pain were comparatively light. And so, only 74 of 218 members had accurate 
inspections (ex. X-ray), that was 33.9 per cent and a low rate. This rate suggests the possibility 
that the pain had been aggravated to chronic low back pain at present. 
2) In the movements and the frequency that was appeared the low back pain, every athletic 
clubs was seen the peculiarity. 
3) It was clearly indicated that many members (67 per cent) were appeared the low back pain 
in the growing process. It was considered that coach must reconsider how to play sports at an 
early age. 
4) For preventing from the lumbar disorder, recognizing that biomechanical peculiarity in every 
sports and making compulsory medical inspections were very important. And we want to study 
that X-ray inspection to athletic clubs members in university for later. 
I 緒言
スポーツの現場において、スポーツ外傷・障害を
回避することはスポーツパフォーマンスを向I::. させ
る上で非常に軍要なことである。 しかしながら、若
年層からのスポーツの継続によりスポーツ外傷・障
害が多く見うけられるのが実状である。なかでも、
激しいスポーツ活動を行っている運動選手にとって
腰痛はありふれた愁訴となっている。人体の支持お
よび軸器官を担うのが脊柱であり、繰り返して行う
スピードのある身体的負荷（動作・姿納）によって、
酷使されざるを得ない状態にあるといえる見
スポーツ選手の約60%-80％のものが過去あるいは
現在において、腰痛既往があるという報告1 7) もあ
り、スポーツ選手にかなりの割合で腰痛既往がある
ことがみうけられる。また、腰痛を感じながらも競
技を続けている者も多く、腰痛発現によりスポーツ
能力の低下をきたし、選手生命にも影響を及ぼす軍
症な場合も存在する。一方で、スポーツ種目の競技
特性により腰痛の既往率にも違いがみうけられてお
り 1. 3. 8) 、各スポーツ種目における腰部傷害の実態を
把握することは、スポーツ外傷・障害を予防・克服
する上で非常に意義のあることと考えられる。千薬
大学の運動クラブにおいても腰痛既往者を見聞きす
るゲースも多々あり、このことからもスポーツ選手
に腰痛が多いというごとが推測できる。これまでも、
種目別のスポーツ外傷・障害に関する報告は数多く
なされているが、医療期間における受診者の報告が
ほとんどであり、受診に訪れなかった者の実態を把
握できていない。そこで本研究では千葉大学におけ
ろ腰部障害の実態を把握することを目的とし、本大
学体育会運動部に対して腰痛アンケート調査を実施
し、その関連性について検討を行った。
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さらに、整形外科・スポーツ外来を受診した発育
期腰痛患者の報告も多数なされており、小児に椎体
終板障害・腰椎分離症などの発育期腰部障害が多数
あることがいえる 9 -12) 。また、青少年の身長の増大
は著しく、椎体の長軸成長に腰背筋膜や棘上靱帯な
どの伸びが追いつかないために腰椎前彎の増強、骨
盤卜腿筋・ 1揚腰筋0)緊張状態を生じることが報告さ
れ〔いるい）。以上のことより、幼少期よりのスポー
ツ継続が腰部障害と密接な関係にある事がうかがえ
る。そのため、アンケート項目に過去のスポーツ歴
を加え、幼少期、青少年期におけるスポ——ツと腰痛
0)関連性についても検討を行った。
I 研究方法
1. 調査対象および調査時期
千葉大学の 19の体育会運動部に在籍している運動
部員304名（男子230名、女子74名）を対象に調査を
実施した。対象者の平均年齢は男 +20.4 士 1. 4歳、女
子20. 1 土 1. 1歳。平均身長は男子172.8 士 6. 0cm、女子
159.4士 6.0c皿平均体重は男子67.6 士 8.2kg女子50.9
:14. 8kgであった。調査は2000年 1 月から5月に実施
した。調査方法は質問紙法をとり、対象者に質問紙
を配布し、回収した。
2. 調査内容
①スボーツ歴に関する項目（スポーツ歴•練習量
•発育時期など） ②腰痛の既往に関する項目（腰痛
有無•発生時期・疼痛部位など） ③腰痛発生の原因
に関する項目（原因動作、原因囚 f、原因種目など）
④腰痛対処に関する項目（受診の有無、治療機関、
スポ-—ツ中断の有無、完治の有無など）
3. 統計処理
クロス集計の結果に対する検定には x2検定を、平均
値の差の検定にはStudent'st-testを用い、有意水
準5％以下をもって統計上有意な差とした。
I 結果
大学運動部に占める腰痛既往者の割合を図1 に示し
た。過去・現在において「腰痛既往あり」が、 71. 7% 
と高率であった。
腰痛発生種類を図2に示した。全体的に「一時的」
腰痛既往なし 28. 3% 腰痛既往あり 71. 7% 
図 l. 大学運動部に占める腰痛既往者割合
。
が多く、過去腰痛では「一時的」が多く、現在腰痛
では「慢性的」が多い傾向にあった。また、現在腰
痛がある者よりも過去腰痛があった者の方が多かっ
た。
腰痛パターンを図3に示した。「時々痛い、菫い」「普
段あまり痛くない」が多く、「下肢にしびれ」「夜眠
れない」が少なかった。
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図3．腰痛のパターン
腰痛の原因を図4に示した。「疲労」「過練習J 「姿
勢の乱れ」「繰り返し動作」が多い傾向にあった。
診断名を図5に示した。「筋疲労・腰痛症」「不明」
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が多く、「ヘルニア」「分離症」が少ない傾向にあっ
た。
腰痛発生時の腰痛部位を図6に示した。 i脊柱起立
筋部」「腸骨部」「L4.5部」が多く、「臀部」が少なか
った。
腰痛に対する処置を図7に示した。腰痛既往率は晶
いにも関わらず医療機関での受診率は半分以下であ
り、「X線検査あり」は約30%にしか満たなかった。「ス
ポーツ中断あり 1 「腰痛完治j もそれぞれ半分以下で
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図7．腰痛に対する処置
受診有無と完治有無の関係を図8に示した。受診な
し群で完治率が麻く、 1％レベルで有意に関連性がみ
られた。
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図5. 受診者診断名
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図6．腰痛発生時の腰痛部位
図8. 受診有無と完治有無の関係
受診有無と慢性度の関係を図9に示した。受診なし
群で慢性度が低く、 1％レベルで有意に関連性がみら
れた。
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図9. 受診有無と慢性度の関係
スポ--ツ中断有無と慢性度の関係を図10に示した。
スポーツ中断なし群で慢性度が低く、 1％レベルで有
意に関連性がみられた。
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図 10. スポーツ活動中断ど慢性度の関係
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腰痛を未完治のままスポーツ復帰した理由を図11
に示した。「治すだけの時間がない」 i治らないとわ
りきっている」が多い傾向にあった。
60 
18 ---~--—•-—-• •------
発育期と腰痛発生時の一致度を図12に示した。「一
致する」が67％と多くを占めており、腰痛を発育期に
発生している者が多かった。
□腰痛既往症あり薗腰痛既往症なし
??
(q)
聟性森巨詣臨要
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図 14．練習時間数平均
小学校の練習時間数は腰痛既往あり群が5％レベルで
有意に高い値を示した。
種目別発生原因度を図15に、種目別腰痛慢性度を
図16に示した。原因度はバレー、柔道、ラグビーで
裔く、水泳、卓球で低く、 1％レベルで有意性がみら
れた。慢性度は、バスケ、テニスが高く、柔道、卓
球で低く、 5％レベルで有意性がみられた。
腰痛発生原因動作の種目別頻度を表l に示した。サ
ッカー・野球・テニス・バト‘で［ひねり I が、バス
ケ・バレー・体操で 1 ジャンプ」が多く、また「プレ
-—姿勢の乱れ」が多く、 5％レベルで有意性がみられ
た。
図］ 2. 成長期と膀痛発牛時期の一致
腰痛既往有無別の平均練習日数を図 13に示した。
高校の練習日数は腰痛既往あり群が5％レベルで有意
に麻い値を示した。
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腰痛既往有無別の平均練習時間数を図14に示した。
w 考察
今回の調査では、千薬大学においても腰痛既往率
が71. 7%、現在腰痛率も37. 1％を示しており、他大学
と同様3. 6. 7) に高率で腰痛既往のある者が存在してい
た。腰痛発生の種類で「一時的」が75. 2％と多く、パ
ダーンでも「時々痛い、重い］「普段あまり痛くない」
が多い。さらに、腰痛の原因で「疲労」 l過練習」が
多く、診断名でも「筋疲労・腰痛症」が多いことか
ら、筋疲労が腰痛の大きな要l人］であり、程度の軽い
·時的な痛みを語発した者が多いと思われる。 カ
で「 1妙性的」も44.0％と少ないとはいえず、「繰り返
し動作 l 「姿勢の乱れ，などを要因として、長期的に
体幹筋群・脊椎へ影響を及ぼす結果、筋疲労性の痛
みや脊柱の異常性（ヘルニア・分離症など）の痛み
を継続的に発現している可能性も病いといえる，）腰
痛発生部位として；脊柱起立筋部分」と！腸骨部分」
多いという傾向は、筋疲労性からくる腰痛が多いこ
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とを示唆するものと考えるが、 IL4. L5部分」にも
多いという傾向から、脊柱部分に分離症などの異常
が存在する可能性も示唆される。
一方で、腰痛既往率は高いにも関わらず医療機関
での受診率は半分以下であり、 X線検査を行っている
者は33.9％と少ない。受診なし群で完治率が高く、受
診なし群とスポーツ中断なし群で慢性度が低いこと
から、一時的に軽い腰痛を経験した者が多く、反対
に慢性的で症状も直く、スポーツ活動を中断するよ
うになって初めて受診に訪れる傾向にあるといえる。
加えて、正確な検査を行っているどはいえない状況
も浮かび上がってくなスポーツ動作から考えて、
一時的な腰痛どはいえ何らかの腰椎柱機能障害が潜
在する可能性が存在する8. 9. 14 -2] ；ため、 X線検査など
のメディカル・チゴックを受けるのが望ましいと考
える。 rまた、腰痛のまま我慢してスポーツ活動して
いる者も多く、スポーツ活動を完全には中断できず
に慢性化してしまう実態や障害を完治させてからス
ポーツに復帰できる体制が出来上がってない状況が
あると考える。なかでも、発育途上にある脊柱に対
してスポーツが与える影響は非常に大きい10. I. 13. 17. 2 
2-24) といえ、今回の調査でも発育期における腰痛発
生が非常に多い。発育期の練習量も非常に多く、疲
方を次の練習までに回復できない状況も浮かび上が
ってくるといえる。さらに、正確な検査もなされて
いないと推測でき、若年期におけるスポーツ障害を
しつかり治療できず、現在までも継続的に障害を引
きずる可能性が示唆される。
腰痛に関連する部位である腰．股関節・体幹筋群
やハムストリングスは、パワー源・加速源としての
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表 1．腰痛原因動作の種目別頻度
種 目 1 位 % 2 位 % 3 位 % 
サッカー ひねり 35. 7 接触・姿勢の乱れ 28.6 走り・方向転換 21. 4 
テニス ひねり 60.0 姿勢の乱れ 40.0 走り 20.0 
バスケットボール ジャンプ 69.2 走り 38. 5 ウェイト 30.8 
バドミントン ひねり・ジャンプ 50.0 走り 25.0 姿勢の乱れ 12. 5 
バレーボール ジャンプ 65.0 姿勢の乱れ 45.0 ひねり 25.0 
ラグビー 接触 44.4 ウェイト 33.3 姿勢の乱れ 27.8 
アメフト ウェイト 57. 1 姿勢の乱れ 28.6 接触 14.3 
柔道 持ち上げ動作 62.5 姿勢の乱れ・ひねり 50.0 
水泳 姿勢の乱れ 100.0 持ち上げ動作 25.0 
体操 ジャンプ 57. 1 姿勢の乱れ 28.6 接触・ひねり 14.3 
野球系 ひねり 60.0 姿勢の乱れ 30.0 走り 16. 7 
卓球 ひねり・姿勢の乱れ 50.Q ウェイト 25.0 
陸上競技 走り 33.3 ウェイト 27.8 ひねり・姿勢の乱れ 22.2 
ラクロス 接触・走り 40.0 ひねり・方向転換 20.0 
少林寺拳法 ひねり・姿勢の乱れ 50.0 持ち上げ動作 25.0 
大きな役割を担っている20) ため、体幹の主軸である
脊柱とくに腰椎部及び胸腰椎部には強い屈曲、背屈、
側屈、強い捻転が加わり、かつその際に想像を上回
る圧縮力や、離開力、剪断力などが椎体椎間板接合
部や後部脊椎に加わる 13）。さらに、レベルが向上す
るにしたがってスピードも増し負荷が増大する21) と
いえ、当然の結果として腰痛が起こるものと考えら
れる。種目別にみると、バレー・柔道・ラグビーで
発生原因度が高く、水泳・卓球で低かった。慢性度
はバスケ・テニスが他と比較して高いなどの違いが
みられている。これらは繰り返し動作·腰痛原因動
作におけるスポーツ種目の特性が関与してくるもの
と示唆される。
スポーツを行うにあたり、各スポーツ動作が身体
に及ぼす力学的影響を認識し、適切な技術を身につ
けるとともに、若年期からの適切なメディカル・チ
ェックを行うことが腰痛治療·予防の面で重要な点
であると思われる。そうした意味で、各種スポーツ
の運動特性・カ学的特性の解析、 X線的解析などの検
討を、今後行っていく必要性があるものと考える。
v 要約
本研究では、腰部障害を予防·克服するための導
入として、腰痛アンケート調査により体育会運動部
員の実態調査を行った。また、若年層における腰部
障害も多いことから、スポーツ歴に関しても検討を
行った。
1) 腰痛のパターンは軽い症状のものが比較的多く、
そのためか正確な検査·診断を受けていない者が非
常に多い状況であった。症状が重くなって初めて診
断を受けるケースが多いことがうかがえる。このよ
うな状況から、現在における慢性的な腰痛につなが
っている可能性も示唆される。
2) スポーツ種目により、繰り返し動作・腰痛発生
原因動作に有意に関連性がみられ、動作特性が腰痛
発生の違いに結びついているものと推測できる。
3) 発育期と腰痛発生時期が一致している者が多く、
若年層のスポーツ活動のあり方を再考する必要性が
あるといえる。種目特性をふまえ身体に及ぼす力学
的影響を認識し、メディカル・チェックの義務付け
ていくことが、若年層のスポーツ障害（腰痛）を予
防・治療するうえで最重要課題であるものと考えら
れる。
4) 腰痛の原因は、様々な要因が複雑に絡み合って
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いるため今回の調査だけで腰痛の全てを語るのは不
可能である。今後の課題として、レントゲンによる
検査により形態的特徴と脊柱部位の異常の発見を含
め、腰痛既往者の実態をさらに探っていきたい。ま
た、現場の状況を良くするのも悪くするのも指導者
によるところが大きく、指導者が発育期の子どもの
状況やトレーニング方法を把握し、プログラムを計
画する必要性がある。さらに、障害を慢性化させな
いためにも障害を完治させてからスポーツ活動に復
帰でぎる環境をつくつていく必要性もあるものと考
えられることから、指導者の育成問題が課題となる。
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